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研究成果の概要（和文）： 
 わが国の住宅建築のうち、中世における上層民家を研究し、それが発達した場所である中世都

市の発達過程を分析する方法を発見した。上層民家に住む地頭や富裕な商工業者は、経営のた

めの接客を行うデイと呼ばれる部屋を必要としたが、それが座敷（和室）に進化したのとは別

に、板敷の出居を中心的な部屋とする住宅形式が上層民家の特徴であることが判明した。また、

中世都市において町家が発達したが、両者はともに「間」と呼ばれる測定寸法を使用し、「間」

は７尺から６尺へ短くなった。このことから、中世に形成された都市街区は、測地尺を分析す

ることで造成時期を推定することが可能であることが判明した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

I study on the upper class dwelling house and the formation process of a city in medieval 

times in Japan. The lord of a manor who lives in the upper class house, and a rich 

commerce-and-industry company needed the room called "dei" which performs the 

reception for management. So it evolved into the drawing room called "zasiki" 

(Japanese-style room). Independently, it became clear that the housing form which has   

the central room decorative alcove with a plank floor called "dei" was the feature of the 

upper class house. Moreover, although the town house progressed in the medieval city, the 

city and the town house used the measurement size called "ken". Since "ken"  became 

short from 7 "shaku" to 6"shaku". So, it became clear that the city block formed at medieval 

times could presume development time by analyzing the size called "ken". 
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１．研究開始当初の背景 
 わが国の既往の住宅史研究では、支配者層

の住宅形式として寝殿造りと書院造りが知

られている。その一方で農民や商工業者の住

宅形式として、民家や町家とよばれる住宅形

式が知られている。しかし、このような上位

の住宅形式と下位の住宅形式の間にどのよ

うな関係があるかについては知られていな

い。そこで、とくに寝殿造りから書院造りへ

の過渡期に当たる中世を中心に、社会的中間

に位置する小規模な領主層や富裕層の住宅

形式を明らかにして、住宅史の一貫性を示す

必要があった。 

 これに関連して、現在、他の科学研究費に

よって集団的に行われている日本建築史の

見直し研究においても、このような上層住宅

史と民家史の関連付けは、重要なテーマにな

っているが、本研究において分析する中世の

領主層・富裕層の住宅形式を本格的に検討し

たものはみえず、近世の民家史や、古代の中

下層寝殿造りからの類推にたよる研究が多

い。 

 もともと上層住宅史は、基礎を礎石とする

構造の建築様式であり、発掘調査によって明

らかな掘立柱の上層民家や中下層民家とは

成立が異なる。したがって、上層住宅から民

家の成立過程は捉えられず、影響関係を推測

できるに止まる。一方、民家史においても現

存遺構を中心にすることから、礎石建て（石

場立て）の建物が中心になり、掘立柱が圧倒

的に多かった中世の民家は不明な点が多い。 
 そこで、発掘遺構や文献史料を中心に中世

の上層民家史を検討することで、これまで住

宅史の中で遅れた分野であった中世の上層

民家史を研究し、上述のような研究対象の不

備を補い、既往の住宅史を連続させることが

必要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、中世の上層民家を研究するもの

であり、上層民家とは社会的に中位に位置す

る領主層の住宅である。中世における武士や

富裕層を中心にする領主層は、開発や交易の

経営のために接客空間を必要としたので、農

業や商工業を生業とし、縦横なコミュニケー

ションを必要としない通常の民家とは、住居

形式が異なる可能性がある。 

 それを検討して、中世のわが国の社会的上

位層と下位層の住宅様式の関係をも明らか

にすることが、本研究の目的である。 

 

３．研究の方法 
 中世の領主層の接客空間の名称である「デ

イ」をキーワードにし、デイをもつ住居の形

式を探ることにする。そのためには、文献史

料から「デイ」を備えた建築群を明らかにし、

次にそうした建築群の特性を検討してゆく

ことが必要である。 
 つぎに、民家と異なって都市建築である町

家の研究方法としては、なるべく古い町家の

形式を検討することは当然として、建築単体

ではなく中世都市そのものの形成過程を分

析し、それを基盤に町家の形成過程や形状を

分析することが必要である。そのために中世

都市研究も並行して行う。 
 
４．研究成果 

 文献研究から、地頭や名主層の住宅には、

必ずデイと呼ばれる接客空間があることを

推測するに至った。 
 鎌倉の上層武家住宅では、１３世紀中頃に、

デイから座敷とよばれる現在の和室の原型

が出現したことが、前回の科学研究費による

上層武家住宅の研究より明らかになったが、

この座敷が、いわゆる近世の上層住宅の建築

様式である書院造りの基盤になると考えら

れる。 

 その一方で、文献よりデイがあると考えら

れ、その上で座敷とは異質な接客空間をもつ

建築類型として、たとえば庄園の政所や畳を

敷かない接客室をもつ建築群があることも

明らかになった。そこで、前者の例として葛

川明王院の政所、後者の例として吉水神社の

書院を調査し、それらが中世の領主住宅のデ

イの特色を色濃く残す接客空間であること

を、絵画史料や文献史料、指図資料との照合

から推測するに至った。明王院政所と吉水神

社書院は、ともに和室（畳敷きの座敷）では

なく、本来は板敷であったデイの形状を良く

残す遺構である。 
 町家については、まず近世初期の形状を非

常に良く残すと考えられる厳島神社門前町

の最古級の町家２棟（飯田家作業所・田中家）

の放射性炭素分析を行った。 
 飯田家作業所の場合、本研究費で柱１本，

梁２本の分析を行い、引きつづいて結果の重

要性から、国立歴史民俗博物館の基盤研究費

により柱３本、梁１本の追加分析が行われた。 

次頁に、データの一部を掲載する。 
 田中家の場合は、本研究費で梁３本の分析

を行った。 
 



 

 

 図１ 飯田家作業所 棟通り東妻柱 

 
図２ 飯田家作業所 棟通り西妻柱 
 

 
図３ 飯田家作業所 表軒桁 
 

 
図４ 飯田家作業所 棟通り桁行梁 
 

 
図５ 田中家 小屋梁（切断面） 
 
 以上の分析の結果、２棟とも１７世紀中期

前後に伐採された木材で建てられており、建

造年代は１７世紀後期を降らないことが示

された。技法や、絵図史料等からも、このこ

とが裏づけられるので、これで江戸時代初期

の宮島の町家の形式や技法が明らかになっ

た。 
 厳島神社門前町には、これらよりも古い若

狭家住宅もあり、共通して上部が吹き抜けに

なったオウエという部屋を中央にもつ特徴

があるが、このオウエと呼ばれる部屋は、１

６世紀の京都で、ミセとならぶ町家の中心的

部屋であったことが知られている。 

 したがって厳島神社門前町の１７世紀に

遡る各種の町家の形式は、そうした中世末期

のオウエという居住空間の形式を残し、門前

町全体で２０数棟残る町家遺構は、その後の

発展過程を示すものであることが推測され

るに至った。 
 つぎに、そうした中世の町家が成立した中



 

 

世都市の研究を行い、中世都市の街区規模と

そうした町家の規模に関係性があることを

推測するに至った。 
 この分析は、中世からの港湾都市である福

山市鞆の浦地区で行い、街区を実測し、各街

区の測地尺を分析し、「間」を単位とする測

地尺が、中世には７尺から６尺へ短くなると

いう文献史料の示す傾向と照合して、各街区

が造成された時期を推定した。 
 下記に、街区の実測値を６尺から７尺の１

寸ごとの値で割り、計画地と考えられるもの

の適合率の高さから、その街区の測地尺を推

定した作業の一部と、各街区の測地尺の推定

結果と、標高や発掘調査の結果を照合して、

各時期の海岸線を示した図を掲載する。 
 
表１ 鞆の浦 原町・村内地区の分析表 

 
注）この表から、海岸に近い原町は１間が６

尺７寸と推定される村内地区より遅れて、６

尺６寸で造成されたこと、いずれも応仁の乱

後といわれる６尺５寸より長いことから、室

町時代前半に形成されたことが推定できる。 
 

 
図６ 鞆の浦の測地尺・海岸線推定図 

 以上の成果から、古い街区形状を残す都市

では、現状の街区幅の実測から、その形成時

期を推定できる可能性があることが判明し

た。 
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